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表紙写真：第５２回師団定期演奏会 国歌吹奏（第３音楽隊・第３特殊武器防護隊）
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師団隊務優秀部隊褒賞
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第３師団隊員紹介コーナー

みんなの架け橋

近畿の守り人
師団戦士
我が部隊の新戦力
私の大切な物

自衛隊滋賀地方協力本部



１ ３ 師 団 だ よ り 第１５２号 令和４年（２０２２年） ３月

演奏会の様子

師
団
は
、
第
52
回
師
団
定
期

演
奏
会
の
会
場
内
に
お
い
て
、

第
6
回
師
団
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
、

師
団
隷
下
各
部
隊
か
ら
出
展
さ

れ
た
部
隊
活
動
等
の
写
真
30
点

を
展
示
し
、
定
期
演
奏
会
来
場

者
の
投
票
に
よ
り
優
秀
作
品
を

決
定
し
た
。

第７普通科連隊 陸士長 鈴木 翔 撮影
（部隊集合教育レンジャー帰還式、家族との再会）

第３師団司令部付隊
２等陸曹 井上 智之 撮影

（師団訓練検閲開始前のひととき）

フォトコンテストの状況

第３後方支援連隊
陸曹長 中芝 尚史 撮影
（薄暮時期の陣地進入）

今井隊長による指揮

優秀隊員への師団長褒賞

【
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
（
抜
粋
）
】

「
と
て
も
素
敵
な
演
奏
会
で
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
で
涙
腺
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
演
奏
者
の

み
な
さ
ん
、
裏
で
運
営
に
携
わ
っ
た
方
々
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
」

（
兵
庫
県
在
住

40
代
男
性
）

「
や
っ
ぱ
り
ラ
イ
ブ
は
最
高
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
」

（
兵
庫
県
在
住

50
代
女
性
）

師
団
は
、
令
和
４
年
２
月
26
日
（
土
）
、
東
リ

い
た

み
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
第
52
回
師
団

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

演
奏
会
は
２
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
３
音
楽
隊
長
（
今

井
１
尉
）
の
指
揮
の
下
、
「
Ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ

Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｕ
ｐ
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
第
１
部
で
は
、

高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
「
プ
レ
ル
ー
デ
ィ
オ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
」
か
ら
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

会
式
の
入
場
行
進
曲
で
も
使
用
さ
れ
た
「
ド
ラ
ゴ
ン
・
ク

エ
ス
ト
」
な
ど
４
曲
を
演
奏
し
た
。
第
２
部
で
は
、
２
０

２
２
年
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
の
マ
ー

チ
「
ブ
ル
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
」
な
ど
３
曲
を
披
露
し
、

『
力
強
さ
』
と
『
繊
細
さ
』
を
見
事
に
表
現
し
た
音
楽
隊

の
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
応
え
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
隊

長
が
自
ら
編
曲
し
た
「
瑠
璃
色
の
地
球
」
や
陸
上
自
衛
隊

の
観
閲
行
進
で
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
行
進
曲
「
大
空
」
を

演
奏
し
、
奏
者
と
来
場
者
が
一
体
と
な
っ
て
会
場
の
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
約
２
時
間
に
わ
た
る
演
奏
会

は
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

ま
た
、
本
演
奏
会
は
音
楽
隊
の
演
奏
検
閲
を
兼
ね
て
実

施
さ
れ
た
が
、
師
団
長
か
ら
「
演
奏
任
務
を
完
遂
し
た
も

の
と
認
め
る
」
と
の
評
価
を
獲
得
す
る
等
、
所
望
の
成
果

を
得
て
検
閲
を
終
了
し
た
。
こ
の
検
閲
に
お
い
て
、
自
衛

隊
音
楽
隊
と
し
て
の
威
容
の
発
揮
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ

り
、
小
林

茜
３
等
陸
曹
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）
が
優

秀
隊
員
と
し
て
師
団
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。



師団長視察
（戦車射撃）

顕彰碑への献花

１５５㎜りゅう弾砲射撃
（第３特科隊）

師
団
は
、
令
和
４
年
３
月
25
日
（
金
）
、
中

部
方
面
総
監
（
堀
井
陸
将
）
の
初
度
視
察

を
受
け
た
。

総
監
は
、
儀
じ
よ
う
、
状
況
報
告
を
受

け
た
後
、
隊
内
巡
視
を
行
い
、
第
３
師
団

の
現
状
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
総
監
訓
示

に
お
い
て
、
師
団
の
隊
員
に
対
し
「
安
全
・

健
全
」
を
要
望
し
た
。

儀じよう
（儀じよう隊：第３偵察隊）

総監訓示

２ ３ 師 団 だ よ り 第１５２号 令和４年（２０２２年） ３月

師
団
は
、
令
和
４
年
３
月
、
あ
い
ば
野
演
習
場

（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
、
師
団
練
成
射
撃
訓

練
を
行
っ
た
。

本
射
撃
訓
練
は
、
隷
下
各
部
隊
が
保
有
す

る
火
器
、
火
砲
の
各
種
射
撃
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
銃
分
隊
に
よ

る
戦
闘
射
撃
、
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
射
撃
、
87

式
対
戦
車
誘
導
弾
（
87
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
射
撃
、
１

５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
射
撃
及
び
戦
車
射
撃
を

行
っ
た
。

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
練
成
射
撃
訓
練
に
参
加

し
た
第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の
山
本
１
曹
は

「
本
射
撃
訓
練
を
通
じ
て
安
全
管
理
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
若
手
隊
員
を

指
揮
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
際
の
達
成
感
は

と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
１

つ
１
つ
任
務
を
完
遂
し
、
日
々
精
進
し
ま

す
」
と
語
っ
た
。

戦車射撃（第３戦車大隊）

分隊戦闘射撃
（第７普通科連隊）

８７ＡＴＭ射撃
（第３６普通科連隊）

射撃開始前の安全教育
（第７普通科連隊）

１２０㎜迫撃砲射撃
（第３７普通科連隊）

状況報告

旗手下番申告隊内巡視



米山 敏寛 ３等陸佐

師
団
は
、
令
和
４
年
３
月
10
日
（
木
）
、
千
僧

駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
各
種
の

隊
務
に
お
い
て
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
隷
下
各
部

隊
を
褒
賞
し
た
。

第３高射特科大隊 第３通信大隊

第７普通科連隊長第３師団司令部付隊長 第３通信大隊長

前野 直樹 １等陸佐
よねやま としひろ

「明るく、楽しく、元気よく、

親切、丁寧」

要望事項

秋川 新吾 ２等陸佐

３

３

師
団
は
、
令
和
４
年
３
月
13
日
（
日
）
、

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県

朝
来
市
）
に
お
い
て
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｆ
ｅ
ｓ

ｉ
ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
を
開
催
し
た
。

巡
回
演
奏
会
は
、
地
域
の
皆
様
方
に

師
団
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
近
畿
２
府
４

県
内
の
２
ヶ
所
に
お
い
て
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
朝
来
市
と
の
共
催
に
よ

り
多
く
の
地
元
の
方
々
が
来
場
し
た
。

演
奏
会
の
第
１
部
は
、
第
３
音
楽
隊

に
よ
る
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」
で
幕
が
開

き
、
国
歌
「
君
が
代
」
に
続
き
ド
ラ
ム

メ
ジ
ャ
ー
（
鼓
手
長
）
の
バ
ト
ン
操
作

に
併
せ
た
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
を

演
奏
し
、
自
衛
隊
の
音
楽
隊
ら
し
い
力

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
続
い
て
師
団

集
成
太
鼓
隊
（
姫
路
白
鷺
太
鼓
・
福
知

山
酒
呑
鬼
太
鼓
）
が
勇
ま
し
く
溌
剌
と

し
た
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
、
来
場
者
を

迫
力
で
圧
倒
し
た
。

第
２
部
で
は
、
歌
謡
曲
な
ど
も
含
め

観
て
聴
い
て
楽
し
い
演
奏
を
行
い
、
幅

広
い
客
層
を
魅
了
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
心
に
残
る
素
敵

な
誕
生
日
に
な
り
ま
し
た
あ
り
が
と

う
」

、
「
コ
ロ
ナ
で
出
か
け
る
こ
と

が
少
な
い
中
で
の
演
奏
会
で
と
て
も
心

が
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
し
た
」
等
の
温

か
い
声
を
い
た
だ
い
た
。

一番の盛り上がりを見せたフィナーレ「翼をください」

師団集成太鼓隊による力強い演奏
「武 将」

華麗なバトン操作
「星条旗よ永遠なれ」

６人の息がピッタリ！
「クラリネット・キャンディー」

３ ３ 師 団 だ よ り 第１５２号 令和４年（２０２２年） ３月

あきかわ しん ご まえ の なお き

「即応・持続」「自主自立」
「創意工夫」

要望事項 要望事項

「即応 連携 創意」

出身地 愛知県 期別 ９１Ｂ
一般幹候（防大）

自衛隊山梨地方協力本部（山梨）から

出身地 北海道 期別 ０３Ｂ
一般幹候（防大）

陸上幕僚監部（市ヶ谷）から

出身地 埼玉県 期別 ０３Ｉ
部内幹候

第４４普通科連隊（福島）から



第３７普通科連隊第５中隊

３等陸曹 西本 幸輔

第７普通科連隊第５中隊

陸士長 堀 夢之

第
７
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
に
所
属
す
る
堀

夢
之
（
ほ
り

ゆ
め
の
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

滋
賀
県
高
島
市
今
津
町
出
身
、
令
和
２
年

４
月
に
入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

実
家
近
く
に
演
習
場
が
あ
り
、
普
段
か
ら

自
衛
隊
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
私
も
人
の

た
め
に
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

前
期
は
、
１
０
９
教
育
大
隊
３
１
６
中
隊

５
区
隊
１
班
で
、
後
期
は
第
７
普
通
科
連
隊

教
育
隊
の
２
区
隊
３
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

防
護
マ
ス
ク
性
能
体
験
訓
練
で
、
催
涙
ガ

ス
が
充
満
す
る
天
幕
内
で
長
渕
剛
の
「
と
ん

ぼ
」
を
歌
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

小
銃
手
と
し
て
与
え
ら
れ
た
命
令
を
遂
行

す
る
だ
け
で
な
く
自
ら
考
え
て
行
動
し
、
任

務
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

夜
間
の
戦
闘
訓
練
で
す
。
暗
視
装
置
を
用

い
、
い
か
に
敵
を
捕
捉
し
て
損
耗
を
与
え
ら

れ
る
か
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

同
じ
小
隊
の
小
隊
陸
曹
（
植
原
１
曹
）
で

す
。
知
識
・
経
験
共
に
豊
富
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
り
、
と
て
も
憧
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

頼
り
に
な
る
先
輩
と
、
か
わ
い
い
後
輩
に

囲
ま
れ
て
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

知
識
・
技
能
を
更
に
磨
き
、
た
だ
の
「
男
」
か

ら
強
い
「
漢
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

第
37
普
通
科
連
隊

第
５
中
隊
に
所
属
す
る

西
元

幸
輔
（
に
し
も
と

こ
う
す
け
）
３
曹

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
西
元
３
曹
は
、
迫

撃
砲
小
隊
に
所
属
し
通
信
手
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

大
阪
府
出
身
で
第
１
３
８
期
（
令
和
３
年

１
月
）
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

合
格
で
き
た
こ
と
に
ホ
ッ
と
す
る
と
と
も

に
、
陸
曹
に
な
る
と
い
う
責
任
の
重
さ
に
少

し
だ
け
不
安
も
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

迫
撃
砲
の
実
射
訓
練
で
す
。
学
生
主
体
で

実
施
す
る
射
撃
は
、
こ
れ
ま
で
の
射
撃
の
中

で
最
も
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

武
装
走
で
す
。
必
死
に
練
成
を
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

自
分
の
役
割
を
考
え
、
一
歩
先
の
行
動
を

と
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

今
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
知
識
と
技

能
を
常
に
磨
き
続
け
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

迫
撃
砲
分
隊
長
と
し
て
後
輩
隊
員
の
育
成

を
し
、
小
隊
の
屋
台
骨
と
な
れ
る
よ
う
な
陸

曹
に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

物
事
の
先
を
読
め
る
力
を
身
に
付
け
よ
う
。

第３６普通科連隊第１中隊
３等陸曹 川 和克

小島２曹

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
宮
城

県
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

地
震
発
災
を
受
け
、
第
３
師
団
か
ら
多
く
の
隊
員

が
被
災
地
に
駆
け
付
け
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
、
生
活
支
援
の
任
務
を
遂
行
し
た
。
あ

れ
か
ら
11
年
。
当
時
の
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
し

た
隊
員
か
ら
話
を
聞
い
た
。

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
の
小
島

隆
太
（
こ
じ

ま

り
ゅ
う
た
）
２
曹
は
、
両
親
が
自
衛
官
で
あ

り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

の
思
い
を
胸
に
陸
上
自
衛
隊
少
年
工
科
学
校
（
現

在
：
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
）
に
入
校
。
卒

業
後
に
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が
第
３
後
方
支
援

連
隊
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
６
年
後
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
初
め
て
の
災
害
派
遣
へ
の
不
安

を
感
じ
な
が
ら
も
、
入
隊
前
か
ら
抱
い
て
い
た
「
人

の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
胸
に
被

災
地
へ
と
向
か
っ
た
。

現
地
で
は
、
入
浴
支
援
隊
の
一
員
と
し
て
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
全
力
で
任
務
に
当
た
っ
た
。
活

動
中
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
入
浴
所
に
毎

日
来
る
子
供
達
と
話
す
う
ち
に
仲
良
く
な
り
、
逆

に
元
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
。
「
あ
の
時
頂
い
た
『
あ

り
が
と
う
』
の
言
葉
が
、
今
の
自
衛
官
人
生
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

現
在
、
第
３
師
団
司
令
部
第
４
部
通
信
補
給
陸

曹
と
し
て
勤
務
に
ま
い
進
す
る
小
島
２
曹
。
い
つ

ま
た
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
物
心
両
面
の
準
備
を
整
え
、
積
極
的
に
職
務

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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第３６普通科連隊第１中隊の川 和克（かわ かずよし）３曹が大切にしている「地元

の牛乳」を紹介してもらいます。

淡路島にある私の地元・兵庫県洲本市は酪農が盛んな町で、私の実家も酪農を営んでい

ます。ひょっとしたら他の事業所等を通じて、みなさんの食卓にも私の実家で搾乳した牛

乳が並んでいるかもしれませんね。この地元で採れた牛乳を学校給食等で毎日飲んでいた

こともあり、故郷を離れた今も「淡路島産牛乳」を見かけるとつい手に取ってしまいます。

牛乳は、どれも同じような味に感じる方も多いかと思いますが、飲み比べてみると産地

等によって味わいも異なり、私にとって地元の牛乳は懐かしく思い出のある味で、心が満

たされ力が沸き上がります。

自衛官は体が資本の職業です。みなさんも牛乳を飲んで、元気良く訓練にまい進しまし

ょう！

当時の活動写真
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滋賀地本 New Face

滋賀地本に 登場 !!

この冬 滋賀地本の広報車両に新しく
ラッピング車が誕生しました。

滋賀には湖西に大津駐屯地と今津駐屯地
がありますが、そのほかの地域では自衛隊を身近に感じら
れる機会が少ないため『自衛隊を知ってもらおう！』と
いう思いで誕生しました。

日本に…いや世界に一台だけの車。種類は三種あり
それぞれに個性が光ります。

滋賀にお越しの際は探してみてください！
見かけたらきっといい事があるかもしれません。
イケメン広報官が

運転しています。

2020 東京オリンピック

滋賀地本 トピックス

開催!!

滋賀県 甲賀市出身の山田聡
子選手（自衛隊体育学校）が
大会前に滋賀を表敬訪問！
これからオリンピックを目指
す・目指している選手達に向
け、熱いメッセージをいただ
きました。

大会後、活動報告に来
られ、選手団のサイン
入り写真をいただきま
した。本大会の疲れも
見せず既に次のオリン
ピックを見据えておら
れました。滋賀地本は
これからも山田選手を
応援していきます！

滋賀県 栗東市出身の漫画
家・森田まさのり先生にポ
スター原画を作っていただ
きました！募集・試験案内
等でJR・鉄道主要駅やバス
に掲示されました。
これからもいろんな所で掲
載していきますのでお楽し
みに！

滋賀地方協力本部 公式SNSでは
“あさぽん”こと【淺田本部長の耳より話】
【戦車大好き！戦車乗りのよもやま話】
【新隊員教育】
【就職説明会】
【イベント情報】等をアップしております!!

フォロワーさんの温かい言葉に励まされつつ
初心者ながら日々奮闘しております！
これからも滋賀の情報を織り交ぜながら
情報発信していきます。
さて、次年度は何が出てくるのか…お楽しみに！
温かい目と心で見て頂ければありがたいです。滋賀地方協
力本部の活動・公式SNSをよろしくお願いいたします。

滋賀地方協力本部募集課

海ぽん
うみ

陸ぽん 空ぽん
そら

あさぽん部長
りく

(内線：8-729-522）

☎ 077-524-6446

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

マメ
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「

頭

字

語

」

最
近
目
に
し
た
資
料
の
中
に
、
下
線
が
引
か
れ
「
Ｐ
」
と

注
記
さ
れ
た
一
文
を
見
か
け
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
の
『
Ｐ
』
な
ん
だ
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
と

「
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
保
留
）
の
Ｐ
」
と
指
摘
を
受
け
、
少
し

顔
を
赤
ら
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
英
単
語

等
の
頭
文
字
又
は
そ
れ
ら
を
繋
げ
た
頭
字
語
（
ア
ク
ロ
ニ

ム
）
は
、
そ
の
意
味
や
ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
く
と
意
思
疎
通

の
手
段
と
し
て
色
々
と
便
利
で
す
が
、
も
し
理
解
が
浅
い
ま

ま
話
が
進
む
と…

。
今
回
は
、
自
身
が
勘
違
い
し
た
頭
字
語

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

●
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
で
学
習
し
ま
す
。

カ
ナ
標
記
で
説
明
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
オ
ン
・
ザ
・
ジ

ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
頭
字
語
で
「
職
場
内
訓
練
」
と

も
訳
さ
れ
、
実
際
の
現
場
を
通
じ
た
教
育
や
研
修
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
最
先
端
の
学
習
機
器
だ
と
思
っ
た
人
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

●
こ
の
案
件
、
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
ア
サ
ッ
プ
」
又
は
「
エ
イ
サ
ッ
プ
」
と
読
み
、
こ
の
よ
う

に
１
つ
の
単
語
の
よ
う
に
読
み
上
げ
る
頭
字
語
を
イ
ニ
シ
ャ

リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
話
を
元
に
戻
す
と
、
こ
れ
は
「
ア

ズ
・
ス
ー
ン
・
ア
ズ
・
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」
の
頭
字
語
で
「
で
き
る

だ
け
早
く
」
と
い
う
意
味
で
す
。
職
場
で
は
「
な
る
は
や
（
な

る
べ
く
早
く
）
」
に
押
さ
れ
て
あ
ま
り
聞
か
な
い
気
も
し
ま

す
が
、
民
間
企
業
等
で
は
一
般
的
な
の
か
、
友
人
か
ら
の

メ
ー
ル
に
記
載
が
あ
り
、
「
こ
の
案
件
、
な
か
っ
た
こ
と
で

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
勝
手
に
意
味
を
解
釈
し
て
し
ま
い
、

大
事
に
至
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

●
中
の
台
に
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」×

１

一
般
的
に
は
「
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
テ
ラ
ー
・
マ
シ
ー

ン
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
」
で
す
が
、
自
衛
官
な
ら
前

後
の
文
脈
か
ら
、
当
然
「
ア
ン
チ
・
タ
ン
ク
・
ミ
サ
イ

ル
（
対
戦
車
誘
導
弾
）
」
で
し
ょ
う
。
同
音
異
義
に
は
注
意

が
必
要
で
す
ね
。

紹
介
は
一
部
と
な
り
ま
し
た
が
、
頭
字
語
は
こ
の
ほ
か
に

も
多
数
存
在
し
ま
す
。
頭
字
語
は
時
代
と
と
も
に
増
加
や
進

化
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
誤
解
を
生
ま
な
い
た
め

に
も
、
使
用
者
と
受
け
手
の
両
者
が
正
し
く
意
味
を
理
解
し

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。


